
講師：伊藤龍史（いとう・りょうじ）氏
新潟大学経済科学部准教授

第１部 講演会 14:00～15:00

第２部 「新潟から世界へ。若手起業家ピッチ」 15:10～15:50

総括 15:50～16:00

『両利きのサービス』を考える
～経営における短期的視点と長期的視点のバランス～
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代表取締役CEO

室田雅貴 氏

Murota Masataka

株式会社デントエックス

代表取締役CEO

大塩優多 氏

Ohshio Yuta

HUB SAUNA株式会社

代表取締役

冨田翼空 氏

Tomita Tasuku

株式会社LacuS
代表取締役

古津瑛陸 氏
Furutsu Eriku

株式会社ARARAT CREWS
代表取締役

上野真路 氏
Ueno Shinji

第２７回 ビルメンテナンス青年部 全国大会 in 新潟

  令和６年９月１９日(木) 新潟グランドホテル「常磐の間」

株式会社スナップ新潟
代表取締役社長

逸見覚氏
Henmi Satoru

起業を進めていく上で重要となるキーワードの１つは「学習」です。
これは、単に起業関連の情報・知識を身につけるという「勉強」のこと
ではなく、起業という行動そのものを自ら試行錯誤しながら進めていく
という「学びの過程」を意味します。
本講演では、こうした意味での「学習」について、短期と長期の視点を
バランスよく取り入れることの重要性を説明します。近年のほとんどの
ベンチャーは、たとえ「ものづくり」ベンチャーであったとしても、な
んらかの「サービス」的側面を伴うことが多くなってきています。
こうした背景を踏まえて、短期的視点と長期的視点をバランスよく含め
ながらサービス戦略をどう構築すべきかについて、考える際の手がかり
も紹介します。

起業家が起業に当たり最も影響を受けるのは、身の回りにいた
起業家や同じ思いの友人である。
2019年の設立以来次々と学生起業家を輩出し続けるオンライン
コミュニティ「 SN@Pサロン」とは？
毎日の行動を書き込むことによって起業家予備軍に送られ、
起業に必要なモノやサービスに交換できる
「 SN@Pコイン」とは？なぜ普通の大学生が起業し、
その後次々とスポンサーとなっていくのか？
地方から学生起業家が生まれ続ける新潟発の
創業エコシステムを紹介します。

司会

新海史子さん

（フリーアナウンサー）



1980年福岡市生まれ。福岡県立修猷館高校卒業、早稲田大学卒業後、早稲田大学大学院商学研究科修士課程・博士
後期課程、早稲田大学産業経営研究所助手を経て、2009年新潟大学経済学部・大学院現代社会文化研究科講師。2014
年同准教授。2020年、改組に伴い経済科学部准教授。サンノゼ州立大学（カリフォルニア州立大学サンノゼ校）ビジ
ネススクール（マーケティング・意思決定科学領域）客員研究員（2012年から2013年）、ソウル科学技術大学招聘副
教授（2014年）など。
専門分野は、ベンチャー経営戦略論（Entrepreneurial Strategy）、ベンチャーサービスマーケティング論
（Entrepreneurial Service Marketing）、およびアントレプレナーシップ論（Entrepreneurship）。

研究活動に関して、2018年と2020年、国際学会「ASBBS（American Society of Business and Behavioral 
Sciences）」において学会賞「Best Paper Award（最優秀論文賞）」を2度受賞。2020年、新潟大学学長賞（若手教員
研究奨励）受賞。2021年には、研究知見を活用した大学発ベンチャー「合同会社RJ's（アールジェイズ）リサーチ・
アンド・アドバイザリー」を設立し、代表社員CEOに就任。
新潟大学経済科学部の「伊藤ゼミ」において、アントレプレナーシップ教育および企業コラボレーションを実施し、

起業家の輩出、マーケッターや戦略家の育成、コラボ提案の実現を通じた企業の活性化などを目指している。伊藤研
究室では、新潟のスタートアップエコシステムの震源地となるべく、多様な学生などが活動することのできる「ベン
チャリング・ラボ」も運営中。これらの教育活動に関して、2020年、新潟ベンチャーアワードにおいて伊藤研究室の
アントレプレナーシップ教育活動が「アシスト賞」と「オーディエンス賞」を受賞。2023年、第18回ニッポン新事業
創出大賞において伊藤研究室のアントレプレナーシップ教育活動が「特別賞」を受賞。
研究・教育のみならず、新潟ベンチャー協会（NVA）アカデミックアドバイザー、にいがた産業創造機構

（NICO）理事、新潟雇用労働相談センター（NIKORO）運営協議会委員、各種企業等の経営アドバイザーなどにも
携わっている。

伊藤龍史（いとう・りょうじ）氏
新潟大学経済科学部准教授

群馬県立前橋高校、新潟大学工学部、同大学院卒業。大学院在籍中の令和元年に
株式会社Ripariaを創業した学生起業家。学生の頃からエンジニアとしてWeb、
iOS、セキュリティ、ネットワークの領域に専念。地方と都会を往来しながらエ
ンジニアとしての力を高める。 今は新潟をより盛り上げることに注力。

筑波大学理工学群卒業後、新潟大学歯学部へ入学し、その後2023年10月に会社を設立。
口腔ケアのプロダクトの開発や口腔粘膜の炎症判定AIの開発を行っているスタート

アップ企業。日本で最も虫歯の少ない新潟から世界を目指す。

新潟大学在学中(大学3年次)にHUB SAUNA株式会社を創業。テントサウナイベントか
らスタートし、現在は北欧サウナメーカー数社の日本総代理店・正規代理店ライセン
スを取得、販売を行う。「サウナの可能性と世界中のオリジナリティを結集し、新た
な価値を創造する」をMISSIONに掲げるサウナの専門商社。

長野県上田市に生まれ、高校生の頃、起業家に興味を持ち、起業家育成に特化した開志専
門職大学に1期生として入学。18歳の頃から、TBM社を含むユニコーン、ベンチャー企業
などの複数企業にて従事し、大学2年生の頃に大学発1号ベンチャーとして株式会社LacuS
を立ち上げる。現在は、世界初のシニア向け完全栄養食の開発、販売を行なっている。

開志専門職大学在学中（2022年）に起業。 体が弱かった原体験から食領域で事業を展開。
現在は新潟県内のコーヒー商社と連携し、ビジネスマン/ウーマンのハードな日々をサ
ポートする、「PERFECT PERFORMANCE COFFEE OIL」を開発・販売している。
自らが苦しんだ食領域で「１人のきっかけを作る」を掲げ、日々活動している。

登壇者プロフィール

株式会社Riparia 代表取締役CEO 室田 雅貴氏（Murota Masataka）

株式会社デントエックス代表取締役CEO 大塩優多 氏（Ohshio Yuta）

HUB SAUNA株式会社代表取締役 冨田翼空 氏（Tomita Tasuku）

株式会社LacuS 代表取締役 古津瑛陸 氏（Furutsu Eriku）

株式会社ARARAT CREWS 代表取締役 上野真路 氏（Ueno Shinji）

東京理科大学卒業後、（株）けんと放送入社、現在代表取締役社長。
2019年（株）スナップ新潟を起業し、新潟県内スタートアップ支援中核拠点の代表とし
て、オンラインサロン「SN@Pサロン」を運営。
新潟から世界へ羽ばたくような成長性の高い起業家育成を目指す。

株式会社スナップ新潟 代表取締役社長 逸見覚氏（Henmi Satoru）
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